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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
本論文は 2つの研究テーマから成り、二部構成となっている。 


















































第 3 章では、宇宙開発合同会社 AstreX と共同開発した電源システムについて述べてお
り、軌道上で衛星が最悪姿勢を取った際に得ることができる電力量の見積りを行っている。
また衛星の各作動モードごとの機器の消費電力量を算出し、発電電力量が消費電力量を上
回っていることを明らかにしている。これらの結果を元に電源システムを完成させ、打ち
上げ後の通信により取得した電源情報から開発した電源システムが正常に作動しているこ
とを確認している。 
結論において、本研究で行った内容と結果および考察を取りまとめている。 
論文審査の結果の要旨 
 
本論文は宇宙用電気推進機の一種であるホールスラスタの低電力化および大電力化に関
する研究と、超小型人工衛星プロイテレスの姿勢制御および電力供給システムの構築に関
する２種の研究テーマについて取りまとめたものである。 
低電力で作動するホールスラスタを開発するにあたり、シリンドリカル型ホールスラス
タに着目して消費電力 100W域の低電力での作動において高比推力、高推進効率を目標とす
る研究開発を展開している。2機の試作機の設計開発と作動試験の実施、性能改善点の模索
を通じて適切な作動条件を決定して推進性能の向上を行い、電力 100W域での作動において
世界各国で開発が進む他の推進機よりも高い推進効率を示し、将来の超小型人工衛星によ
る宇宙推進の可能性を大きく引き上げる、大きな成果を生み出している。 
また大電力作動においては、2種のホールスラスタに対して大電力作動試験を行い、国
内で初めて消費電力 2kW以上での安定作動と推進性能の取得に成功し、目標としていた性
能値（比推力 3000秒、推進効率 60%）を満たしている点から、将来の日本の宇宙輸送を担
う RAIJINプロジェクトにおける大電力ホールスラスタの研究開発に対し、大きく貢献して
いる。 
次に超小型衛星プロイテレスの姿勢制御システムの開発においては、採用実績が少ない
超小型人工衛星用の伸展ブームの設計・製作が行われており、小型でありながら打ち上げ
時の衝撃に耐えうるパンタグラフ機構を用いた新しい形式の伸展ブームを生み出している。
軌道投入後に得られた情報から、伸展ブームの展開と姿勢制御が正常に行われていると推
定されており、超小型人工衛星に最適な低消費電力で姿勢制御を行うことができる姿勢制
御アクチュエータの開発技法を確立している。 
電源システムの構築においては、衛星打上げ後軌道上での電力収支の見積りと、超 
小型人工衛星としては初めてとなる電圧 12V系電源バスが組み込んだ電力供給装置の設計
開発の他、太陽電池パネルやバッテリーなどサブシステムを含めたシステム全体の構築を
行っており、超小型人工衛星の電源装置開発の手法と技術的知見を得ている。 
以上のように、本論文で得られた知見は宇宙推進工学・プラズマ応用の分野において大
きく寄与するものであり、さらに超小型人工衛星の機器開発・搭載に関して新たな道筋を
付けるなど、将来の宇宙工学全般に対する貢献も大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。 
